








（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和７年度） 問題番号 SE 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 理学部（地球科学科） 

出題のねらい 

 
地球上の生命とその痕跡，さらには生命の可能性についての会話文を題材

とし、入学後に理学部地球科学科の学生として必要とされる自然科学への関
心と、文章の読解力、自身の考えを論理的にまとめる能力について力を試す。 
 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
問１ 配点10％ 20点 
会話文の内容を正確に読解し、化石とは科学的に見てどんなものである

かが書かれた部分を文字数の過不足なく適切に抽出できているかが採点
のポイントとなる。 
 
問２ 配点20％ 40点 
会話文の内容から必要な情報を抽出し、Ａ先生が挙げた絶対年代の求め

方について、その困難さを克服する内容を含め文字数の過不足なく論理的
に説明できているかが採点のポイントとなる。 
 
問３ 配点20％ 40点 
会話文の内容から必要な情報を抽出し、Ａ先生が挙げた化石と判断でき

るかの説明を文字数の過不足なく論理的に説明できているかが採点のポ
イントとなる。 
 
問４ 配点25％ 50点 
科学を探求する過程において仮説を立て、それについて検証してゆく能

力を問う問題である。受験生自身の考えをまとめて、文字数の過不足なく
論理的な文章を書くことができているかが採点のポイントとなる。 
 
問５ 配点25％ 50点 
科学の魅力である新たな発見について、受験生の考えを尋ねる問題であ

る。ただし、具体的な知識の量を問うことが目的ではなく、様々な視点か
らの解答が許容される。受験生自身の考えをまとめて、文字数の過不足な
く論理的な文章を書くことができているかが採点のポイントとなる。 
 

 


